
３．診療報酬請求書等の提出上の留意点について

➁.レセプト電算処理システムに係る留意点について



１．レセプト電算処理システムに係る傷病名コードの記録について

傷病名コードの記録については、支払基金東京支部に請求された令

和2年6月診療分の電子レセプトに記録されている傷病名レコードを調

査したところ、医科で4,447,644件中311,675件（7.0％）に未コード化

傷病名が含まれていました。

記載要領において、「傷病名については、原則として「電子情報処

理組織の使用による費用の請求に関して厚生労働大臣が定める事項及

び方式並びに光ディスク等を用いた費用の請求に関して厚生労働大臣

が定める事項、方式及び規格について（令和2年4月28日付保発0428第3

号）『別添3』に規定する傷病名を用いること。」とされており、この

『別添3』というのは、「傷病名マスター」のことを指し、厚生労働省

がそれぞれの傷病名についてコードを設定しているものです。

保険医療機関の皆様におかれましては、請求データを今一度ご確認

いただき、傷病名コードと修飾語コード又は補足コメントの組み合わ

せにより記録できるものは、傷病名コードを使用してご請求いただき

ますようお願いします。（記録状態の確認については、レセコンメー

カのサポートが必要な場合もあります。）



傷病名レコードの記録方法

【傷病名レコードフォーマット】

項

目

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 

レ
コ
ー
ド
識
別
情
報

傷
病
名
コ
ー
ド

診
療
開
始
日

転
帰
区
分

修
飾
語
コ
ー
ド

傷
病
名
称

主
傷
病

補
足
コ
メ
ン
ト

モード 英数 数字 数字 数字 英数 漢字 数字 漢字

最 大

バイト数
2 7 8 1 80 40 2 40

項目形式 固定 固定 固定 固定 可変 可変 可変 可変

記録必須 ※ ※ ※ ※

【各レコード項目】

１ レコード識別情報

傷病名レコードを表す識別情報「SY」を記録します。

２ 傷病名コード

(1) 傷病名に対応する7桁の傷病名コードを記録します。（傷病名コードは傷

病名マスターに収載されています。）

(2) 傷病名コード又は傷病名コード・修飾語コード及び補足コメントを組み合

わせても、該当する病名がない場合、未コード化傷病名コード「0000999」

を記録します。

記録必須欄に※が表示されているものは、必ず記録が必要となる項目です。



３ 診療開始日
当該傷病に係る診療開始日を、「西暦年月日8桁」で記録します。

例）令和2年5月15日の場合、「20200515」と記録します。

４ 転帰区分
当該傷病名に係る転帰区分コードを記録します。

転帰区分コード

コード名 コード 内 容

転帰区分コード

１ 治ゆ、死亡、中止以外

２ 治ゆ

３ 死亡

４ 中止（転医）

５ 修飾語コード

(1) 修飾語を使用する場合、4桁の修飾語コードを記録します。（修飾語コー

ドは修飾語マスターに収載されています。）

(2) 病名の前後にセットする順番に記録し、最大20個まで記録が可能です。

(3) 傷病名コードに未コード化傷病名コード「0000999」を使用した場合は、

記録しません。

６ 傷病名称

(1) 傷病名コードに未コード化傷病名コード「0000999」を使用する場合に記

録します。

(2) 一つの未コード化傷病名コード「0000999」コードに対し、１病名に限り

記録します。



７ 主傷病
当該傷病が主傷病である場合、主傷病コード「01」を記録します。

８ 補足コメント

傷病名に対する補足コメントが必要な場合に記録します。

【傷病名レコード記録例】

(例）未コード化傷病名コードを含む場合

事例

傷病名 診療開始日 転帰

①右肩関節炎の疑い
②腎盂腎炎（主）
③心電図異常（健診にて）
④Ａ病名
⑤Ｂ病名

令和2年 6月 7日
令和2年 6月10日
令和2年 6月12日
令和2年 6月14日
令和2年 6月14日

治ゆ
治ゆ

※ レセプトの表示順と同一です。

● CSVの記録
SY,7262006,20200607,1,20568002,,,
SY,5908007,20200610,1,,,01,
SY,8835114,20200612,1,,,,健診にて
SY,0000999,20200614,2,,Ａ病名,,
SY,0000999,20200614,2,,Ｂ病名,,

※１ Ａ病名とＢ病名は、診療開始日が同日(令和2年6月14日)であっ
ても、それぞれ１傷病ずつ、「SY」から記録します。
この場合、レセプトについても１傷病名ずつ印字します。

※２ 傷病名は診療開始日の順で記録します。



２．傷病名マスターの傷病名を含む未コード化傷病名レコードの記録方法

未コード化傷病名コード（0000999）を用いてワープロ入力されている傷病名
について、傷病名コードと修飾語コードの組合わせで次のように記録します。

１ 凡例
使用する各記号は以下のとおりです。

＠…傷病名マスターに収載されている傷病名
＃…修飾語マスターに収載されている修飾語
＄…区切り文字

２ 記録方法

(１)１傷病名レコードに複数の傷病名（＠）が記録されている場合

傷病名コード 修飾語コード 補足コメント 傷病名表示イメージ

2724007 高脂血症

5718008 脂肪肝

記録内容については、以下の通りです。

ア 記録された傷病名がいずれも傷病名マスターに収載されている傷病名で

ある場合

傷病名は、１レコードに１傷病名のみ記録します。

（例）高脂血症 ・ 脂肪肝
＠ ＄ ＠

イ 傷病名を修飾語として使用する場合

補足コメント欄を使用して記録します。

記録した補足コメントは、病名の後に括弧を付して印字されます。

（例）心筋梗塞 後 狭心症

＠ ＃ ＠

「心筋梗塞」及び「狭心症」はいずれも傷病名マスターに収載されている傷病
名ですが、「心筋梗塞後」は「狭心症」に対する修飾語であり、修飾語マス
ターに存在しない修飾語であることから、「狭心症」を傷病名コード
（4139007）により記録し、補足コメント欄に「心筋梗塞後」と記録します。

傷病名コード 修飾語コード 補足コメント 傷病名表示イメージ

4139007 心筋梗塞後 狭心症（心筋梗塞後）



(２) 傷病名マスターに収載されている傷病名と修飾語マスターに収載さ
れている修飾語（「＠」と「＃」）で記録されている場合

(３) 区切り文字（＄）が記録されている場合

傷病名コードと修飾語コードにより記録します。

（例）糖尿病 境界域
＠ ＃

傷病名コード 修飾語コード 補足コメント 傷病名表示イメージ

2500013 5043 境界域糖尿病

※ 修飾語マスターにおいては、修飾語が付される位置が以下のとおり規定さ

れていることから、未コード化傷病名で記録された順序どおりに表現されな

い場合があります。

・ 修飾語コードの上１桁が「８」以外 傷病名の前に付す。

・ 修飾語コードの上１桁が「８」 傷病名の後に付す。

ア 区切り文字を表現したい場合
傷病名部分は傷病名コードにより記録し、区切り文字を含む修飾語部分を

補足コメント欄に記録します。

（例）躯幹 、 四肢 湿疹

＃ ＄ ＃ ＠

傷病名コード 修飾語コード 補足コメント 傷病名表示イメージ

6923002 躯幹、四肢 湿疹（躯幹、四肢）

イ 区切り文字を表現する必要がない場合

傷病名部分は傷病名コードにより記録し、修飾語部分は修飾語コードに

より記録します。

修飾語コード（躯幹（1018）と四肢（1041））により記録した場合

傷病名コード 修飾語コード 補足コメント 傷病名表示イメージ

6923002 10181041 躯幹四肢湿疹

※ 修飾語コードは、最大２０個の修飾語が記録可能です。

（例）躯幹 、 四肢 湿疹

＃ ＄ ＃ ＠

「境界域(5043)」は修飾語コードにより記録します。



(４) 修飾語マスターに収載されていない修飾語が記録されている場合

「インターフェロンによる」は修飾語マスターに収載されておらず、同意
となる修飾語も収載されていないことから、補足コメント欄に「インター
フェロンによる」と記録します。

（例）甲状腺炎 （ インターフェロンによる ）

＠ ＄インターフェロンによる ＄

傷病名コード 修飾語コード 補足コメント 傷病名表示イメージ

2459001
インターフェロ

ンによる
甲状腺炎（インター

フェロンによる）

※ 補足コメント欄に記録した場合、傷病名表示の際に自動で括弧が付さ
れることから、括弧は記録不要です。

ア 同意となる修飾語が収載されている場合

（例）高脂血症 （ 疑い ）

＠ ＄疑い ＄

「疑い」は修飾語マスターに収載されていませんが、同意となる「の疑い
（8002）」が修飾語マスターに収載されていることから、「8002」の修飾
語コードにより記録します。

傷病名コード 修飾語コード 補足コメント 傷病名表示イメージ

2724007 8002 高脂血症の疑い

イ 同意となる修飾語が収載されていない場合



３ ． 返戻されたレセプトの再請求について

【電子媒体により請求している保険医療機関の皆様】

紙レセプトを再作成することなく、返戻されたレセプトの原本を訂正して
再請求願います。

【オンラインにより請求している保険医療機関の皆様】

オンラインによりご請求いただいたレセプトを返戻する場合は、オンライ
ンと紙レセプトの両方で行っておりますが、返戻分を再請求する際は、でき
る限りオンラインにより再請求願います。

紙レセプトで再請求される場合は、紙レセプトを再作成することなく、返
戻されたレセプトの原本を訂正して再請求願います。

オンラインによる再請求と紙レセプトによる再請求で二重請求にならない
よう十分ご留意願います。

オンラインで再請求される際は、以下の「返戻再請求の流れ（請求）」及
び「返戻再請求の流れ（保険者の再審査等請求）」を参考に願います。

なお、返戻再請求の流れについては、オンライン請求システムのマニュア
ル欄及び支払基金ホームページに掲載している「オンライン請求システム操
作手順書【運用】編 令和２年５月版」に記載されています。

保険者からの再審査等返戻レセプトについては、オンラインのデータがな
く、紙レセプトのみが返戻されることがありますので、この場合は紙レセプ
トにより再請求願います。



◎返戻内訳書ＣＳＶファイ
ルをダウンロードする

◎返戻レセプト（返戻ファイル）をダウンロ
ードする
※請求した翌月のみダウンロード可能

◎請求状況を確認する



◎







◎







◎



3．請求状況を確認します。



◎再審査等返戻レセプト（返戻フ
ァイル）をダウンロードする

◎請求状況を確認する

各種帳票等をダウンロ
ードする

再請求用レセプトを送信する
レセプト送信と同様
※ Ｎ＋２月以降の請求期間に送信可能

レセプトコンピュータ等で再審査等
返戻レセプト（返戻ファイル）を修
正し、再請求レセプトを作成する



◎





※「請求状況を確認する」については返戻再請求の流れ（請求）を参照願います。



コメントレコードの記録方法

【コメントレコードフォーマット】

項

目

(1) (2) (3) (4) (5) 

レ
コ
ー
ド
識
別
情
報

診
療
識
別

負
担
区
分

コ
メ
ン
ト
コ
ー
ド

文
字
デ
ー
タ

モード 英数 数字 英数 数字 漢字

最 大

バイト数
2 2 1 9 76

項目形式 固定 可変 固定 固定 可変

記録必須 ※ ※ ※

【各レコード項目】

１ レコード識別情報

コメントレコードを表す識別情報「CO」を記録します。

２ 診療識別

当該コメントが属する診療識別コード（別表１）を記録します。

４ ．コメントレコードの記録方法について

症状詳記やコメントを紙に記載してご請求いただく場合がありますが、コ
メントレコードの記録方法により、コメントコードを使用して記録できるも
のは、電子レセプトに記録してご請求いただきますようお願いします。



４ コメントコード

コメントマスターの「コメントコード」を記録します。

５ 文字データ

(1) コメントパターン10（コメントコード810000001）の場合、任意の文

字情報を文字データに記録します。

コメントコード レセプト編集方法 文字データ記録方法

810000001 術前検査

例）「術前検査」のコメントを記録する場合

● CSVの記録

CO,60,1,810000001, 術前検査

● レセプトの表示

60 01 術前検査

記録された文字データをそのまま表現します。

コメントコードの編集はありません。

３ 負担区分

コメントについては、保険の負担に直接関係はないため、当該コメント

の対象となる診療行為、医薬品又は特定器材を負担する保険により、負担

区分コード（別表２）を記録します。

※ 文字データは、全角３８文字まで記録できます。

(2) コメントパターン20（コメントコード820******）の場合、コメント

コードの編集内容のみを表現するため、文字データは記録しません。

例）健康診断から医療保険に切り替わったため初診料を算定しない場合

コメントコード レセプト編集方法 文字データ記録方法

820000006 健康診断から

● CSVの記録

CO,11,1, 820000006 , 

● レセプトの表示

11 01 健康診断から

コメントコードの編集のみ。

文字データは記録しません。



(3) コメントパターン30（コメントコード830******）の場合、コメント

コードの編集内容の後に文字データに記録された内容を合成して表現します。

例） 悪性腫瘍特異物質治療管理料を算定したため、腫瘍マーカー検査名
を記録する場合

コメントコード レセプト編集方法 文字データ記録方法

830100060
検査名(悪性腫瘍特異物質治療管理
料）；

ＣＥＡ

● CSVの記録

CO,13,1, 830100060 , ＣＥＡ

● レセプトの表示

13 01 検査名(悪性腫瘍特異物質治療管理料)；ＣＥＡ

(4) コメントパターン40（コメントコード840******）の場合、コメント

コードの編集内容と文字データに記録された数字を合成して表現します。

コメントコード レセプト編集方法 文字データ記録方法

840000513 退 院 令和 年 月 日 ０２０６０５

例）令和２年６月５日に退院した場合

● CSVの記録

CO,90,1, 840000513 , ０２０６０５

● レセプトの表示

90 02 退 院 令和 ２年 ６月 ５日

コメントコードの編集の後

ろに文字データを合成して

表示します。

頭の「０」は

省略します。

※ 数字情報をコメントの文字データに記録する場合は、全角で記録します。



(5) コメントパターン90（コメントコード890000001）の場合、文字

データに記録された4桁の修飾語コードを翻訳します。

例）画像診断の部位として、右手第１指を記録する場合

● CSVの記録

CO,70,1,890000001 , ２０５６１０４５１０３５

● レセプトの表示

70 01 右 手 第１指

手 第１指右

修飾語コードを翻訳

して表示します。

※ 修飾語コードをコメントの文字データに記録する場合は、全角で記録します。

電子レセプトに記録できない写真、図表等の資料については、紙による

提出となります。

コメントコード レセプト編集方法 文字データ記録方法

890000001 ２０５６１０４５１０３５



記載要領において、「各欄又は「摘要」欄への診療行為等の名称、回数及
び点数の記載方法は、次のイからシまでのとおりであること。

また、名称、回数及び点数以外の「摘要」欄に記載する事項等は、別表Ⅰ
「診療報酬明細書の「摘要」への記載事項等一覧（医科）」のとおりである
こと。

なお、電子レセプトによる請求の場合、別表Ⅰの「レセプト電算処理シス
テム用コード」欄にコードが記載された項目については、令和２年１０月診
療分以降、「電子情報処理組織の使用による費用の請求に関して厚生労働大
臣が定める事項及び方式並びに光ディスク等を用いた費用の請求に関して厚
生労働大臣が定める事項、方式及び規格」に基づき、該当するコードを選択
すること。」とされております。

(6) 記載要領の（20）「初診」、「再診」、「医学管理料」、「在宅」、

「投薬」、「処置」、「手術・麻酔」、「検査・病理」、「画像診断」

、「その他」及び「入院」欄について

電子レセプトによる請求を行っている保険医療機関の皆様におかれまして
は、別表Ⅰ「診療報酬明細書の「摘要」への記載事項等一覧（医科）」の
「レセプト電算処理システム用コード」欄にコードが記載された項目につい
ては、該当するコードを選択してご請求いただきますようお願いします。

別表Ⅰからの抜粋を示します。

項番 区分
診療行為
名称等

記　載　事　項
レセプト電算処理
システム用コード

左記コードによるレセプト表示文言

820100120 ア　糖尿病等で１日概ね４回以上自己注射が必要

820100121 イ　血友病で自己注射が必要

注入器用注射針
加算の1

「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事
項について」別添１第2章第2部C153注入器用注射針加算
の（2）のア又はイに規定するもののうち、該当するものを
選択して記載すること。

203
C153
の1



別表１

別表２



５ ．被保険者証の記号・番号の記録方法について

被保険者の記号・番号について、誤ったＣＳＶの記録の場合、レセプトに
出力すると、記号・番号が共に印字されるため、一見正しいレセプトに見え
ますが、記録方法が誤っているため、誤ったレセプトとして取り扱うことと
なります。

【保険者レコードフォーマット】




